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■2019 年度 事業計画  
 

[プロローグ]  

 
「潮目が変わる」。 

これが、2018 年度と 2019 年度の理事会で共通したトピックでした。 

 

「日本社会に障害者アートを普及させるため、これまで土を耕し、種を撒き、苗を育て、花を咲かせ、実をな

らせる役割を果たしてきたエイブル・アート・ジャパンも、これまでの実績をもとに新しいステージに向かう

ときが来ている」（播磨靖夫理事/エイブル・アート・ムーブメント提唱者）のことばが契機となり、議論がつ

づきました。 

 

確認したことは、「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」の制定により、地方自治体ごとに支援セ

ンター設置の動きが加速していること、全国各地で障害のある人によるアートの展覧会は花ざかりで、先行し

て取り組んできたグループのレベルは到達点に達しその活躍は海外にも広がっていること、東京オリンピッ

ク・パラリンピック開催の風により、その勢いはさらに 2021 年春までは加速しつづけるだろうこと、です。 

 

問題意識として発言されたのは、だからこそ、この法人は、そのあとにやってくる「人口減少や超高齢化社会、

経済の低成長時代の到来をよみ、こうした時代背景のもとで社会目標の変化と、それを先読みした活動が必要

である」（播磨理事）、「まだ個としてのアイデンティティも人権も確立していない地域や現場では、アート

があくまで自己目的であることにもこだわるべきでありこれは終わりのない必要な活動である」（ホシノ理

事）、「テクノロジーの変化により、障害のある人は自立して発表できる時代になった。だからこそこれまで

の中間支援の役割はかわり、健常者が障害者を支援するといった関係性もかわっていく」（光島理事）、「エ

イブルアートの活動は、その矛先が福祉に向かって仕事をするのではなく社会に向かうことにこそ意味がある」

（山下理事）ということでした。 

 

 

[2019 年度の行動指針] ポスト 2020 を意識し行動する。 

 
2019 年度は、事業は事業として推進していきますが、それぞれの地域で、そして全国の会員や仲間と、問題意

識と智恵をわかちあい、ポスト 2020 にむけての「エイブルアートの新しいステージ」への準備を継続していき

ます。 

 

 アクション１．エイブル・アート・ムーブメントの方向性の打ち出し 

・プログラム主義ではなく、理念を打ち出す 

・時代時代における定義づけや読み直しの必要性を自覚する～ART ×DESIGN、オープンアトリエ運動 他 

  

 アクション２．地域実践と全国普及の機能を整理、組織の改編の検討を行う 

・地域の特性や文化を重視した活動の成功事例（都市では企業との協働、地方では自治体や文化財団との協働

等）を分析し、その実践の全国普及を行い、組織の糧に（エイブルアート・カンパニー、鑑賞事業、Good Job!

プロジェクト、デザインマラソンなど） 

・未来の仕事を読み、「事務局―人」「拠点―日常的な活動の場」を検討する 

 

 アクション３．ＮＰＯとしてのアイデンティティの確保と経営 

・会員や周辺のコミュニティの自発性を重視する 

・運営費と雇用の確保 

・持続性と継続性の探究 

 

 

 

 



3 

 

 

【総評 2019 年度+コロナ禍の今をふりかえって】 
 

 アクション１．エイブル・アート・ムーブメントの方向性の打ち出し 

2020 年２月に新型ウイルス感染症感染拡大の影響から、もっともはやく動いたことは、アトリエに通う障

害のある人たちの‘いのち’を守るための休止の決断でした。法人本部のあるアートセンターは、3月にも

なお大型の催事を実施する傾向にあったため、政府の緊急事態宣言をまたずにスタッフも在宅勤務に切替

え、自分と家族の‘いのち’と‘くらし’を優先する決断にいたりました。 

一方、３～５月に予定していたさまざまな行政や企業等との展示会や催事は、社会の報道と同じくすべて

が中止になってしまいましたが、その中止決定に至るプロセスや判断のタイミングにはたくさんの学びも

ありました。 

そして、大切なことを見つめられる貴重な時間のなかで、この NPO の協働者である障害のあるアーティス

トたちの今、会員コミュニティが多くかかわる福祉の現場の今、を知るにつれこの現状を社会に発信した

いと思い、おもいきって「エイブルアート・オンライン・サロン」の試みをスタートしました。ライブで

は 50人ほどの視聴なのですが、約１週間のあいだに多いときで 2,000 件もの方にみていただき、エイブル

アートが大切にしていること、そして活動の態度のようなものを知っていただく機会ができたことは、有

事のなかで得た大きな収穫だったと考えています。 

 

 アクション２．地域実践と全国普及の機能を整理、組織の改編の検討を行う 

年度の当初、「未来の仕事を読み、『事務局―人』『拠点―日常的な活動の場』」を検討する」という理

事会で示された言葉がありました。現在のエイブル・アート・ジャパンは、東京事務局と東日本大震災後

の東北事務局との２拠点で活動をしているのですが、2019 年度はとくに「事務局という場はどこまで必要

不可欠か」といった場の機能の有り方を模索しており、くしくもコロナ禍においては、リモートワークへ

の移行がスムーズにすすみ、スタッフのコミュニケーションも物理的な距離を超えて思いのほか効率化し

た様子が生まれていました。まだしばらくは「未来の仕事は何か」について、この予想だにしなかった時

代の気配を読みながら試行錯誤することになりそうです。 

 

 アクション３．ＮＰＯとしてのアイデンティティの確保と経営 

既述のオンライン・サロンの試みは、実は発案は若いスタッフによるものでした。それは、この NPO が協

働する障害のある作家たちへの緊急アンケートおよびヒアリングから生まれたもので、まだまだ報道とし

ては表出してこない社会のなかの‘障害’を、まさしく「新しい生活様式」の波に乗って、発信していく

べきではないかという問いでした。まだまだ完ぺきではありませんが、新旧のスタッフも、活動に参画す

るコミュニティの動きからも、この行動力と変化の様子は、この NPO のミライは明るいなと感じることが

多かったです。 

 

 組織基盤と事業とのバランスと 

では、2019 年度の具体的な事業はどのような様子だったのでしょうか。 

障害のある人とそのコミュニティのニーズが低い事業、会員やボランティアの積極的な参画運営がみられ

ない事業、経営の側面から活動の優先順位をつけるべき事業、などを検討しました。当法人の 25年という

長い歴史のなかで、苦渋の決断をしたもの、不義理といわれてもしようがない判断もあったと思っていま

す。しかしながら、この結果、障害のある人と取り組む「新しい仕事の領域」が拡大し、年度当初の計画

よりも事業収入は増となり、結果的に黒字決算になりました。 

詳細は、事業報告と活動計算書とを読んでいただければ幸いです。 

 

ただし、新しい代表理事/事務局長体制になり８年。いまだ解決に着手できていないのが「組織基盤の脆弱

性」の問題です。総務を担うのは、事務局長（代表理事兼）と非常勤職員（週２日勤務）の２名だけです。

最低限の資料はあるものの、いまだ法人の各種規程は時代にあった改訂がすすんでいません。また、会員

の仕組みについても、見直しが必要な時期にきていると考えています。 

ある研修のなかで、「組織基盤とは船のようなもので、積み荷（プロジェクト）だけが大きくなっていな

いか。また、その船がどこに向かうかで、その船の大きさと強度は決まる」というたとえをききました。

積荷が豊かになり、また乗組員もふえてきたタイミングですので、この点については、今後早急に、理事

や会員コミュニティの力をかりて解決していきたいと思います。 

みなさんもどうぞ、この船（組織基盤）の構築に、お力をお貸しください。 
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[スタッフ体制] 
 

 法人本部/東京事務局 

 

・内野悦子（非常勤/2015 年 9月～） 

法人事務局の経理、労務を担当。 

 

・中塚翔子（常勤/2016 年 7 月～） 

社会福祉法人わたぼうしの会/一般財団法人たんぽぽの家所属。東京事務局として出向。 

おもに、エイブルアート・カンパニー業務の推進とあわせて多様な事業の開発運営に携わる。 

 

・烏川淑子（非常勤/2019 年 6月～） 

一般財団法人たんぽぽの家所属。東京事務局として出向。 
 

 プロジェクトスタッフ 

 

・近田明奈（非常勤/2017 年 4月～） 

「みんな北斎プロジェクト」プロジェクトスタッフ。表現と教育に関わる領域の企画・運営を担当。 

 

・平島朝子（インターン/2017 年 4月～） 

博士課程在籍。障害と表現と社会運動の歴史研究を行う。事務局運営をサポート。 

  

・北田郭時（非常勤/2018 年 10 月～） 

振付家事務所勤務。広報・ウェブサイトの更新で事務局運営をサポート。 
 

・梅田亜由美（非常勤/2019 年 4 月～） 

大学美術館・学芸員（2006～12 年）を経て、現在はフリーランスのエデュケーターとしてミュージアム等の教

育プログラム、アクセスの問題などに取り組む。様々な人の立場から美術館の課題や魅力を考える「みんなの

美術館プロジェクト」、聞こえない人と美術、ミュージアムについて考える「美術と手話プロジェクト」に参

加している。 

 

・平澤 咲(非常勤/2019 年 4 月～) 

在学中の大学美術館のボランティアをきっかけに、様々な人と楽しむ鑑賞のサポート、文化施設でのプログラ

ム企画に取り組む。現在は制作活動を続けながら、世田谷区立二子玉川公園にて地域住民や大学生との連携、

ユニバーサルプログラム、展示デザイン等の教育普及業務に携わる。アクセス・アート・プログラムの各種テ

クニカルサポートを担当。 

 

・原衛典子（非常勤/2019 年 4月～） 

子どもデザイン学科卒業後、現在は、カフェの店員をやりながら、アクセス・アート・プログラムの各種テク

ニカルサポートを担当。 

 

 東北事務局 

 

・佐々木えりな（非常勤/2015 年 4月～） 

総務および障害のある人と福祉施設の相談窓口。月 8日程度勤務。 

 

・坂部認（非常勤/2018 年 10 月～） 

事業全般の渉外および事務局マネジメント。社会福祉士資格取得中。月 8日程度勤務。 
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■事業内容 

 

[総務]   

1． 会議等の業務 
（１）第９回通常総会の開催 

日時： 2019 年６月 23日(日)13：00～14：30 

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

 2018 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

 2019 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の承認  

 役員・理事の改選 

 

（２）理事会の開催 

 第 16回：2019 年５月 24日（金）18：30～20：30   

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

 2018 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

 2019 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の検討 ほか 

 第 17回：2019 年 12 月 9日（月）18:30～20:30 

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

 2019 年度事業報告（中間報告）・活動計算書決算（中間報告）ほか 

 

2． 会員に対する業務 
 会員の入会、継続、休会に伴う業務 

 2018 年度事業報告・活動計算書および 2019 年度事業計画（案）・活動計算書（案）の送付 

 ニュースレターと事業案内を発送（年４回程度） 

 

3． 経理などの業務 
 資金管理として、現預金などの日常の管理状況を明らかにする。顧問契約は、よしとみパートナーズ会計

事務所（東京） 

 運営基盤の確立のために月次ごとの収支計画をたて、確実に遂行 

 税務に関する業務として、法人税や消費税、源泉徴収税等の税務関連の業務 

 

4． 労務管理などの業務 
 法人でスタッフを雇用するための準備 

 法人に関連する業務を行うスタッフの労務面等において配慮 

 各種規程・規則の変更を検討、職員給与の検討→未着手 

セクシュアルハラスメントの禁止、職員の休日、個人情報の適正な取り扱いに関する基本方針、教育訓練 

 

5． 総務関連などの業務 
 業務運営に必要な届出業務 

 ＮＰＯ法人としての東京都への 2018 年度事業報告・活動計算書の提出（総会後６月末完了） 

 当法人に依頼がある後援名義の借用等の検討と対応 

 

6． 広報・寄付キャンペーンなどの業務 
 ウェブサイト、フェイスブック、データベースを活用した広報活動 

 寄付キャンペーンの実施、会員増員キャンペーンの実施→未着手 

 データベースの活用：組織内で運用方法のルール化をすすめる。個人や団体に付属するカテゴリーの整理、

スタッフが名刺交換した人たちのデータの一元管理、寄付の呼びかけやキャンペーン案内、セミナーや展

覧会情報などの発信・申込み管理などを実施。 
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7． その他 
 複数の NPO が事務所を共有する場合のルール見直し～地代家賃、賃借料、通信費、営業報酬や人件費→未

着手 

・地代家賃の消費税が８％から 10%に変更。 

→コロナ禍による家賃減免について、法人事務局が入居する「アーツ千代田 3331」（運営：コマンド A）が管

理者である千代田区と交渉中。アーツ千代田内のテナント有志も連名でアーツ千代田に減免の申し入れ中。 

 

 

[企画事業] 

 
１．A/A gallery 事業 
 方針 

Ａ.エイブル・アート・アワードの受賞者や希望する作家等の原画販売 

Ｂ.エイブルアート・カンパニー／Good Job!事業のショールーム的機能をもたせた企画・販売 

Ｃ.エイブル・アート・ムーブメントの発信拠点として重要なテーマの発信 

「障害とアート」の多様性をみせる展示、「アートと社会」の関係性をみせる現代的なテーマなど 

Ｄ.会員および関連する個人・団体が多様な表現や試行を発信する場 

 運営のサイクル 

・基本的には木・金・土・日にオープン。３週間～１カ月単位のサイクルを維持する。 

・貸し事業の際は、随時相談。 

・夏季休暇、年末年始休暇あり。 

 

 特記１：会員による自主企画展 

全国の会員や活動実践者のみなさんからの発信事業枠を設ける。外部パートナーとの原画販売事業。 

 特記２：企画や作品の巡回 

国内外のネットワーク団体と企画展、作品の巡回の機会をつくる。 
 

【報告】 

 展覧会「変容するピクトグラム」（写真） 

7 月 11 日(木)－8月 3 日(土) 11:00～19:00 ※木・金・土のみ開廊 

出展作家：澤井玲衣子、西ノ園有紀、前田考美、山村晃弘 

主催：たんぽぽの家アートセンターHANA 

 

 ダブディビデザイン「ハンカチーフ原画展」（写真） 

2020 年 1月 10 日（金）－30日（木）のうち 9日間実施  

ブルーミング中西とのコラボによる、ハンカチーフと原画の展示販売

会。 

主催：ダブディビデザイン株式会社 来場：約 400 名 

 

 「mt art project」展  

2020 年 3月 29 日（日）－4月 9 日（木） 

mt マスキングテープを使用した展覧会。アーツ千代田 3331 のメインギ

ャラリー企画と同時開催。 

主催：カモ井加工紙株式会社 

→2度にわたる延期の末、5月 6 日、新型コロナウイルス感染症の影響

で中止が決定。展示作品はオンラインサイトで公開。 
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２．A/A shop 事業 
外部販売の機会が増えてきたため、Good Job!センターと連携して商品の仕入れ・販売を行っていく。 

 

【報告】 

 第 7回仙台国際音楽コンクールにブース出展 

ピアノ部門：5月 25 日(土)－6 月 9 日(日) 

ヴァイオリン部門：6月 15 日(土)－30 日(日) 

会場：日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター） 

＊仙台市市民文化事業団より販売、オリジナルグッズの委託あり 

販売：NPO 法人エイブル・アート・ジャパン 

 

 LIVEWORKS （写真） 

会期：6月 22日(土)－30 日(日)10:00-20:00 

会場：PARCO_ya 上野 2F エスカレーター横 

販売：Good Job!センター香芝 

 

 GOOD JOB STORE 手しごととアート 

/JAGDA つながりの展覧会（写真） 

会期：9月 4日(水)－17 日(火)月～木 10:00-20:00 金土 10:00-

20:30 

会場：新宿高島屋 10F リビングフロア特設会場 

販売：Good Job!センター香芝 

 

 せんだいクラシックフェスティバル 

会期：10月 4日(金)－6日(日) 

会場：日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）、仙

台銀行ホール イズミティ 21 

販売：NPO 法人エイブル・アート・ジャパン） 

 

 三菱商事チャリティ販売 

会期：12月 5日(木) 

会場：丸の内パークビル 

販売：Good Job!センター香芝 

 

 アビリンピック＠愛知 トヨタ自動車と共同出展 

会期：11月 16 日（土） 

会場：愛知スカイエキスポ 

販売：エイブルアート・カンパニー（Good Job! センター香芝） 

岐阜県在住のアーティスト・森豊和さんを招いたワークショップを実施。 

 

 その他 みやぎ生協生活部主催「手作り団体スキルアップ学習会」コーディネート 

日時：2019 年 8 月 29 日（木）10：30～14：30 

会場：アイトピアホール（石巻市） 

東日本大震災後、おもに女性の生業としてはじまった手作り商品の展示販売の基本を、座学と実践から学ぶ。

そのプログラムの立案と運営補助。 
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３．エイブルアート・スタジオ事業 
 方針 
Ａ.運営委員会による独立採算事業を実施する。 

Ｂ.セミナーやサロンなど、人が集う場や企画を実施する。 

 

 アトリエ活動 会場：アーツ千代田 3331 B105（レンタルスペース） 

アトリエ・ポレポレ ファシリテーター 

サイモン順子さん 

毎月第 2、4土曜日  

13:30～17:00  

登録メンバー：25人 

年会費 5,000 円 1 回 2,500 円 

エイブルアート芸術大学 ファシリテーター 

中津川浩章さん 

毎月第 2日曜日午後  

14:00～17:00  

登録メンバー：30人 

年会費 3,000 円 1 回 2,500 円 

ポレポレの運営は渡辺一充さん、芸大の運営は家族・ボランティアを中心に運営している。 

 

【報告】 

新型コロナウイルス感染症の影響により、２月からアトリエ・ポレポレ（月２回）とエイブルアート芸術大学

（月１回）が活動休止中。参加者の様子を手紙、電話、メール、SNS などで

確認。４月下旬より、エイブルアート芸術大学では、Facebook の非公開グル

ープを活用したオンラインでの活動を試行中（写真）。 

平時は自立した活動ができるが、緊急時は会場の使用可否および参加者や運

営スタッフの安全の確保から、法人事務局も協働が必要。また、活動回数の

減少から運営費が縮小されるため、寄付金からの補助を行った。 

 

 

４．エイブルアート・カンパニー事業  
 方針 

・「障害のある人のアートを社会に発信し、仕事につなげる事業」の窓口と

して活動を展開する。 

 

 内容 

（１）基盤整備 

 既存ウェブサイトの活用促進。 

 ウェブサイトの改変への着手。データベースやシステムの変更等を含め検討していく。 

 

（２）著作権マネジメント 

 著作権使用部門の売上を伸ばす試みのほか、取引先企業と継続したパートナーシップを結べるよう、日常

的な情報配信に力を入れる。 

 継続採用を見込んだ企画では、積極的な描き下ろしやアーティスト参加イベント等付随企画など、クライ

アントの満足度を上げる提案を行っていく。 

 今後依頼増が予想されるテーマについては、新規案件獲得に向けて事前に描き下ろし作品を募集しデータ

をストックする。 

 ＪＡＧＤＡつながりの展覧会Ｐａｒｔ３「フレフレハンカチ 2020」事業の推進 

2020 年 1月 17 日（金）～2 月 18日（火）東京ミッドタウン・デザインハブで展覧会を実施。 

→2020 年 5 月現在は、新型コロナウイルス感染症の影響で巡回展など休止。実施機関を 2021 年オリンピッ

ク・パラリンピック開催期間までに延長予定。 

 ＪＡＧＤＡつながりの展覧会Ｐａｒｔ１＆２の巡回協力 

会期：8月 6日(火)－18 日(日)10:00-18:00 

会場：東北電力グリーンプラザ アクアホール（宮城県仙台市青葉区一番町 3-7-1） 

主催：JAGDA 宮城支部  

 

（３）メイク講座 

障害のある人のメイクや身だしなみを支援する、ハーバー研究所との共同開発事業。 

 定例講座「スキンケア&メイク講座」＠ハーバー銀座館 

・「基本コース」/定員 10 名/年２回 

http://www.tohoku-epco.co.jp/pr/miyagi/greenplaza.html
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・「チャレンジコース」/定員 10 名/年２回  

 出張講座、コーチング講座はＮＰＯの体制の問題、およびハーバー研究所における人材育成強化のために

今年度は実施しない。 

→申込みが 10団体（福祉団体７、特別支援学校３）あったがすべてお断りとなる。 

 銀座サロンでの基本コース 6 月 22 日(土)、12 月７日(土)、チャレンジコース 9 月 1日(日)を実施。 

→チャレンジコース 2020 年 3 月 8 日はコロナ禍により中止。 

 

（４）その他 

 アーティストトーク＆マナーアップ法人会員の MHD（モエヘネシーディアジオ）との「Art de Vivre 

Program」～アーティスト参加型プログラムの検討と実践 

【特記】 

MHD Artists Scholarship Program（MHD アーティスト・スカラシップ・プログラム） 

エイブルアート・カンパニー登録作家が、アーティストとしてさらに活躍するために、実現したいことを応援

するための資金援助プログラム。アーティストとしてやってみたいことを具体的に計画し、応募、MHD とAAC 

が行う選考会でプログラムにふさわしいと判断されたアーティストに奨学金が提供され、夢を実現していく仕

組み。（選考会で支援額を決定/ 採用数は3団体程度） 

→1位11票 須田雄真さん（小笠原諸島に行き、初挑戦となる大判作品を制作するプログラム）  

1位11票 Seiyamizuさん（プロカメラマン撮影のポートフォリオを実現するプログラム）  

 3位7票 春日一志さん（東日本大震災以降持ち続けている被災地支援への思いを実現するため、東北旅行に

行き作品を作るプログラム）  

3位7票 太田宏介さん（これまで描いたことのない風景画に挑戦するスケッチ旅行を実現するプログラム） 

 

 ユニバーサルキャンプ TOKYO 2019 

2019 年 4月 19 日(金)-20 日(土) 品川シーズンテラス 

「地域で取り組む多様性への理解と共生社会の実現」をテーマに開催。 

→美術と手話の活動紹介、「ダイバーシティ・マネジメント会議」にパネリストとして参加。 

 

 第３回「課題ラボ QROSS SESSION」～テーマ「文化」にアーティスト seiyamizu が登場 

日時：2019 年 5 月 27 日（月） 18:00-21:00 

場所：東京ミッドタウン日比谷 BASE Q 

主催：日本 NPO センター/電通 Bチーム/日本能率協会 

 

 オルビス株式会社 Satolier プログラム （写真） 

「美しく生きる」をテーマに、参加者が抱えている悩みを聴き、アーティストが参加者と 1 日で絵本を仕立てるワークショッ

ププログラム。3～7 月に 4 回ほど社内テストを行った。12 月～1 月にオルビスの担当者が資金調達を実施し、2 月に一

般参加者向けにテスト実施予定。エイブルアート・カンパニーではアーティスト派

遣を行う。 

 

 株式会社ゆうちょ銀行 原画展示 

エコプロ 2019 

日時：2019 年 12 月 5 日（木）-7 日（土） 

会場：東京ビッグサイト 

出展作家：尾崎文彦、蓑田利博 

KITTE 

日時：2019 年 12 月 29 日（日）、30 日（月） 

会場：丸の内 KITTE 

出展作家：簑田利博、カミジョウミカ、岩崎菜摘子、上村福銖 
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 映画 37seconds「ポスターチャレンジ」キャンペーン（写真） 

第 29 回ベルリン映画祭でパノラマ部門の観客賞と、国際アートシアタ

ー連盟賞の 2 部門を受賞した話題作、「37 Seconds」。生まれた時に、

たった 37 秒間、仮死状態だったために脳性まひの障害のある 23 歳の

主人公ユマが、様々な人と出会い、成長して行く物語。ユマを演じるの

は、脳性まひがあり、社会福祉士としても働く女優の佳山明。日本では 

2020 年 2 月公開、その後全国を巡回。 

ハーバー研究所が映画のスポンサーになっており、試写会で紹介を受

け、その後、映画製作会社発案により企画が決定。映画を見て作品を

描き、映画を共に盛り上げる企画。賞金を授与したほか、応募者の中から映画のコラボグッズを作り、映画館の会場など

で販売した（制作は長崎/ミナトマチファクトリー）。 

年末に締め切り（原画を郵送）、1 月 7 日選考会、デザイン等は制作会社で実施、2 月初旬ロードショー。 

［ポスターチャレンジ結果］ 

 1 位：八木ひでとも、2 位：Kei、3 位：カミジョウミカ ハーバー賞：大西節子、Seiyamizu 

*ハーバー賞の作品２点はハーバー研究所が買い上げ 

入賞者 5 名（うち 1 名欠席）は 2020 年 1 月 29 日にハーバー研究所主催の特別試写会・授賞式に参加。 

 

【特記】 

2019 年度 AAC の売上は、昨年度比 130%増 

アーティストへのロイヤリティは（2018 年度）→(2019 年度) 188%増 

著作権使用料以外にアーティストへの謝金が発生するプログラムやワークショップの試行、スカラシッププロ

グラムなど、仕事や支援のバリエーションが増えたこと、商品製作の受託があったことから売上増となった。 

 

５．鑑賞支援事業 

特設サイト：http://art-sign.ableart.org/ 

 
 「美術と手話」プロジェクトによる定例会議（月 1回）の開催、美術館との鑑賞プログラムの実施、 

ウェブサイトを運用。 

 アクセシビリティに関連する事業ニーズが高くなってきている。新しい協働者とのネットワーク化や実践

に取り組む。 

 

【報告】 

（１）自主事業 

 プロジェクトメンバー定例会議（月 1回） 

 トークサロン「きこみゅ」5 月 19日（六本木ヒルズ界隈）、ほか年間数回開催 

 美術館における聴覚障害者の鑑賞環境整備事業～手話通訳者養成プログラム作成事業 （１０）その他の

事業で詳細記載 

 

（２）美術館等との連携事業 

 東京都現代美術館 MOT 講座 6 月 2日、8日 16 日、8月 23 日、9月 29 日（手話通訳） 

 日本財団ＤＡ7月 14 日、15 日、16 日（手話通訳） 

 茅ヶ崎市美術館 8月 4日、10日（手話通訳・協働企画） 

 京都服飾文化研究財団 9月 16 日（協働企画） 

京都国立近代美術館「ドレス・コード？－着る人たちのゲーム」展

の関連ワークショップ、手話とアート「それってどんな服？～sign 

language dress up～」を企画・運営 

 東京都現代美術館ひろがる地図 WS 9 月 23 日（協働企画） 

「MOT サテライト 2019 ひろがる地図」展の関連プログラム、「手話

で味わう美術鑑賞！知らない世界の歩き方」を企画・運営 

 水戸芸術館 1月 19日（企画協力） 

「アートセンターをひらく第Ⅱ期」の作品について手話を交えなが

ら語り合う企画「冬のこらぼ・らぼ」参加 

http://art-sign.ableart.org/
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 東京都現代美術館 ウェルカム手話動画作成（企画協力）2－3月 

 

（３）手話通訳の提供  

「ユニバーサルキャンプ TOKYO2019」ダイバーシティアート「対話型アート鑑賞会」 4 月 19 日―20日（品川シ

ーズンテラス） 、日本財団ダイバーシティインジアーツ、東京都現代美術館  

 

（４）その他の活動 

 「ユニバーサルキャンプ TOKYO2019」美術と手話プロジェクト活動紹介展示  

4 月 19 日―20日（品川シーズンテラス） 

 

６．企画制作事業 ＊（ ）の番号は活動計算書と一致しています 

 

関東エリア  
（１）モノづくりサロン 2019（自主事業） 

2019 年度は、実行委員会が持っているスキル・知見を活かした持ち回り型の企画を実施し、事業としての自立

をはかる。 

主催：モノづくりサロン実行委員会 

（敬称略）前川亜希子（デザイナー）、加藤未礼（コミュニケーションデザイナー）、河原レイカ（編集者）、

三田大介（すみだクリエイターズクラブ）、高野賢二（クラフト工房ラまの）、柊伸江（デザイナー）、猪股

春香（コーディネータ）、中塚翔子（エイブルアート・カンパニー）ほか 

【報告】 

6 月 21 日 居酒屋あっこ ～モノづくりサロン編～ 会場：就労継続支援 B型事業所 TENTONE 

7 月 14 日 ２days! モノづくりサロン研修 会場：Creation Space en∞juku 板橋区 

9 月 28 日 販路開拓作戦会議 vol.1 販売の基礎編 会場：エイブル・アート・ジャパン 

11 月 3 日 販路開拓作戦会議 vol.2 マーケットリサーチ編 会場：代官山 

12 月 14 日 マネジメント講座 障害のある人のアートをつなぐお話、ほんとのところ 会場：Creation Space 

en∞juku 板橋区 

    

（２）墨田区「みんな北斎プロジェクト」今年はアニメでオリンピック！ （受託事業） 

特設サイト：http://minnahokusai.ableart.org/ 

 

2020 年(平成 32 年度)に計画中の大規模企画に向けた墨田区内のさらなる気運醸成と、障害のある人が区内で文

化・表現活動できる機会を増やし、活躍の環境と循環をつくることを目的として、区内施設でアートワークシ

ョップを実施。 

・墨田区内で訪問型ワークショップを実施：学校で４回、福祉施設で 2

回、北斎美術館 1回：2019 年 9-12 月 

・ワークショップの成果物を北斎美術館 講座室で展示、アニメーション

の配信：2020 年春 

・主催／墨田区、企画・運営／NPO 法人エイブル・アート・ジャパン、監

修／しりあがり寿、特別協力／即興からめーる団、企画協力（順不同）

／墨田区立本所中学校、墨田区立墨田中学校、墨田区立第二寺島小学校、

墨田区立隅田小学校、江戸に浸かる。（NPO 法人 寺島・玉ノ井まちづく

り協議会）、すみだスマイルフェスティバル実行委員会、すみだ北斎美

術館、制作／すみだクリエイターズクラブ 

【報告】 

9 月 28 日(土) オープンワークショップ「江戸に浸かる」於：旧向島中学

校 

10 月 10 日(木) 児童ワークショップ 於：第二寺島小学校(1回目)  

10 月 17 日(木) 児童ワークショップ 於：隅田小学校(1回目)・第二寺

島小学校(2 回目)  

10 月 23 日(水) 児童ワークショップ 於：隅田小学校(2回目)  

11 月 21 日(木) 生徒ワークショップ 於：墨田中学校ワークショップ 

https://www.facebook.com/events/438868716681452/?acontext=%7B%22source%22%3A5%2C%22action_history%22%3A%5b%7B%22surface%22%3A%22page%22%2C%22mechanism%22%3A%22main_list%22%2C%22extra_data%22%3A%22%5C%22%5b%5d%5C%22%22%7D%5d%2C%22has_source%22%3Atrue%7D
https://www.facebook.com/events/795122047524839/?acontext=%7B%22source%22%3A5%2C%22action_history%22%3A%5b%7B%22surface%22%3A%22page%22%2C%22mechanism%22%3A%22main_list%22%2C%22extra_data%22%3A%22%5C%22%5b%5d%5C%22%22%7D%5d%2C%22has_source%22%3Atrue%7D
https://www.facebook.com/creationspace.enjuku/
https://www.facebook.com/events/1051998048332413/?acontext=%7B%22source%22%3A5%2C%22action_history%22%3A%5b%7B%22surface%22%3A%22page%22%2C%22mechanism%22%3A%22main_list%22%2C%22extra_data%22%3A%22%5C%22%5b%5d%5C%22%22%7D%5d%2C%22has_source%22%3Atrue%7D
https://www.facebook.com/events/481909152373380/?acontext=%7B%22source%22%3A5%2C%22action_history%22%3A%5b%7B%22surface%22%3A%22page%22%2C%22mechanism%22%3A%22main_list%22%2C%22extra_data%22%3A%22%5C%22%5b%5d%5C%22%22%7D%5d%2C%22has_source%22%3Atrue%7D
https://www.facebook.com/creationspace.enjuku/
https://www.facebook.com/creationspace.enjuku/
http://minnahokusai.ableart.org/
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11 月 22 日(金) 生徒ワークショップ 於：本所中学校ワークショップ 

12 月 8 日(日) オープンワークショップ「すみだスマイルフェスティバル」於：すみだリバーサイドホール 

1 月 12 日(日) オープンワークショップ 於：すみだ北斎美術館 

3 月 15 日(日)・17 日(火)・18 日(水) 展示会 於：すみだ北斎美術館 ※16(月)は休館日→3 月の美術館での

展示会はコロナ禍により中止。 

 

［広報・プロモーション活動］ 

・浅草東武ビジョン（会期 7 日）＊墨田区広報課の枠内にて（＊5 月現在、継続） 

・墨田区内主要駅デジタルサイネージ（会期２週間）  

・東武トレインビジョン（会期７日）  

・車両中ポスター（Ｂ3 サイズ/3000 枚）＊広告があいたタイミングで掲示 

・ひがしん（信用金庫）内、デジタルサイネージにおいて 3 年間のアニメーション上映中（2020 年度中） 

 

（３）日本財団 LOVE LOVE LOVE LOVE 展（受託事業） 

日本財団 Diversity in the Art が 2020 年に開催を予定する事業に向けて、キュレーター、建築家、デザイナ

ー、事務局のすべてに関与する「ラーニング」を担当。アクセス・アート・プログラムおよびボランティアマ

ネジメントの企画・運営を担い準備。 

・2020 年 7－9月の 2か月半 展覧会＠品川区 10 万人の来場をめざす 

・テーマは LOVE。サブテーマにアートとテクノロジー、若い世代との交流、アクセシビリティに関する人材育

成。 

 出張ワークショップ：学校などに出かけて一緒に見たり、作ったり。 

 センサリーフレンドリーアワー/センサリーフレンドリールーム ：いつもの展示室よりも音量や明るさを

弱め、音や光などの刺激が苦手な人も楽しみやすく。 

 さまざまな人と楽しむ鑑賞プログラム：人はさまざま。だから一緒に見ると発見がある。  

 見どころショートトーク：話す人次第！手話で話す、外国人、紙芝居を使って話す人など。 

 安心・快適な会場づくり：快適に楽しむためには作品も、人も、安全に。展示室ではボランティアがウェ

ルカム！  

【報告】 

10 月中旬に突然の中止決定。当法人は、展覧会に向けて 2017 年から活動に参画し、多様な市民がアートを通じ

て交流し学びを得るためのラーニング企画運営について取り組み、当該事業では多くの当事者・教育・福祉・

学術機関の関係者と協働。とくにボランティア部門では、2017－19 年でのべ約 80 名、さらに、本年 7月 14日

から 10 月中旬まで新規募集したボランティアは 60名。 

11 月下旬、関連してきた当事者・教育・福祉・学術機関の関係者を訪問、新規ボランティア 60 名には書面で中

止を通知した。 

 

（９）浅間国際フォトフェスティバル アートフォト鑑賞ツアー in Photo MIYOTA（受託事業） 

・株式会社アマナ インクルーシブ・ラボ EARTH-C による「真の五感満足コンテンツを創るために」実践する体

験プログラム。障害のある人の「ために」ではなく、障害のある人やさまざまな人と「ともに」活動すること

で、ラボのコアメンバーおよび社員が新しい価値創造についての気づきを得る機会とする目的で実施。 

主催：株式会社アマナ インクルーシブ・ラボ EARTH-C （以下、EARTH-C） 

企画協⼒：NPO 法人エイブル・アート・ジャパン（以下、エイブル・アート・ジャパン）  

ルート開発協力：光島貴之（視覚障害／現代美術家）、白鳥健二（視覚障害、美術鑑賞家）  

参加者募集協力：御代田町役場 

①ツアールート検討リサーチ 

打合せおよび下見：9 ⽉ 10 ⽇（株式会社アマナ）、10⽉ 6 ⽇（御代田町浅間国際フォトフェスティバル会場） 

作品ルート確認：10 ⽉ 23 ⽇、24 ⽇、26 ⽇（以上、御代田町浅間国際

フォトフェスティバル会場） 

②社内研修  

日時：10⽉ 16 ⽇（株式会社アマナ）、講師：現代美術家 光島貴之  

内容：ことばによる写真の鑑賞について、視覚障害者向けの誘導方法、

声のかけ⽅などについてリードユーザーの光島貴之さんからレクチャー
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の後、実際に鑑賞を体験した。  

③インクルーシブ・ツアー （写真） 

「アートフォト鑑賞ツアー in Photo MIYOTA」  

10 ⽉ 24 ⽇（木） 13：00～15：30 参加者：19名 

10 ⽉ 26 ⽇（土） 13：00〜15：30  参加者：19名 

以上、いずれもリードユーザー：光島貴之（視覚障害/現代美術家）、白鳥健二（視覚障害/美術鑑賞家）  

 

 (１０)美術館における聴覚障害者の鑑賞環境整備事業～手話通訳者養成プログラム作成事業～ 

活動のなかで手話通訳者の養成の必要性が確認された。そこで年度途中ではあったが、助成事業に応募し「美

術館向けの手引き」および「養成プログラムの概要」を作成した。これまで・これからのネットワークにより、

この分野における自主事業開発にシフトしていくべく、チームを検討している。 

 

 実施主体：NPO 法人エイブル・アート・ジャパン「美術と手話プロジェクト」 

助成：文化庁 令和元年度 障害者による文化芸術活動推進事業（文化芸術による共生社会の推進を含む）助成

事業  

実施期間：2019 年９月～2020 年３月 

実施内容：ステップ１課題抽出会議（計２回）、ステップ２美術館における手話通訳者養成プログラムの検討

と作成会議（計４回） 

 「課題抽出会議」及び「美術館における手話通訳者養成プログラム開発会議」メンバー、オブザーバー他 

（敬称略、順不同） 

［ミュージアム関係］ 

稲庭彩和子（東京都美術館）、梅田亜由美（ミュージアムエデュケーター）＊、岡崎智美（横浜市民ギャラリ

ーあざみ野）、郷 泰典（東京都現代美術館）、白木栄世（森美術館）、武内厚子（東京都写真美術館）、竹

内利夫（徳島県立近代美術館）、藤川悠（茅ヶ崎市美術館）、村上由美（世田谷美術館）、八巻香澄（東京都

現代美術館、Facebook「視覚言語でミュージアム」） 

［聴覚に障害のある人］ 

石川絵理（NPO 法人シアター・アクセシビリティ・ネットワーク）、伊東俊祐（國學院大學大学院博士課程後期 

博物館学、ミュージアム・スタディーズ）、小笠原新也（耳が聞こえない鑑賞人、徳島県立近代美術館アート

イベントサポーター）、木下知威（日本社会事業大学）、西岡克浩（丹青社）＊ 

［手話通訳］ 

市川節子（手話通訳士）＊、高橋けい子（手話通訳士）、和田みさ（手話通訳士）＊ 

［テクニカル・サポートスタッフ］ 

熊木洋子（会議手話通訳）、村山春佳（会議手話通訳）、金好典子（会議手話通訳）、平澤 咲（会議記録・

手引き制作）、原衛典子（会議記録・手引き制作） 

［制作・進行］ 

太田好泰＊、美術と手話プロジェクト（＊印） 

 
（１１）六本木アートナイト インクルーシブツアー（企画協力） 

六本木の街を舞台とした一夜限りのアートの饗宴。多彩な参加者を招くプログラムへの企画協力。 

5 月 25 日（土）14:00－15:30 言葉でゆっくりツアー  

対象：視覚障害のある人ほか（15名程度） 

5 月 26 日（日）14:00－15:30 バリアフリーツアー  

対象：車椅子やベビーカー等を利用する人ほか（15 名程度） 

ファシリテーター：光島貴之、リードユーザー：松本明子、三ツ木俊之

ほか 

ボランティアとして、ＭＨＤモエヘネシーディアジオ社員（法人会員）

が参加した。 
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（１２）東京都公園協会「アートブロッサムきぬた」（受託事業） 

東京都世田谷区にある砧公園に 2020 年 4 月、障害のある人もない人も楽しめるイン

クルーシブ遊具が新設されることに伴うオープニングイベントの一部を公益財団法人

東京都公園協会から受託。 

2020 年 4 月 25 日、26 日の実施に向け、アートイベント（カンパニーアーティストのア

ートタペストリーを公園内に設置、福祉施設や世田谷区の団体が出展するマルシェな

ど）を準備してきたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止となった。 

企画調整業務は 1～3 月に実施、時期延期などについては未定。また、アートタペス

トリーは 4 月に納品、公園協会主催の事業などで展示される。 

 

 

東北エリア      

特設サイト：http://soup.ableart.org/ 

 

（４）仙台市におけるクリエイティブプロジェクト 

 「SHIROLab.展 2018～東北楽天ゴールデンイーグルス編～」実施、9月 17日(火)－11 月 15 日(金)（土日祝

日は休館）9:00-18:00、竹中工務店・定禅寺ギャラリー（仙台市青葉区国分町 3-4-33 仙台定禅寺ビル 1F）

入場無料（楽天野球団との４８時間デザインマラソンは実施せず。エイブルアート側の体制による） 

 秋保ワイナリーとのワインラベル製作、仙台国際音楽コンクールで販売。 

 仙台市役所新庁舎の委員より、渋谷区の事例の報告があり仙台市でも議事録には掲載される。 

 株式会社ヘラルボニーによる「全日本仮囲いプロジェクト」仙台市内某所の作家仲介 

 

（５）仙台市文化プログラム 

「SHIRO Atelier＆Studio ―ともにつくる芸術劇場―」 

2018－2020 年の 3 年間の計画で「仙台市文化プログラム」、そのうち「障害のある人たちの文化芸術活動を支

援・推進する計画の 2 年目。仙台市と仙台市市民文化事業団と共催。 

問題意識は、文化関係者とのネットワーク化。福祉施設ではない都

市型のアートスペース・活動・支援者育成。 

 アトリエつくるて全４回、20－30 代のファシリテーター３人

で担当。6歳～50 歳代の 15 人が固定メンバーで活動中。 

 「みんなでつくるよ！広場の人形劇」全５回。人形をつくる、

体の動き、みえる音、モードなどをテーマにファシリテーター

３人１団体が担当。2月にメディアテークで発表、以後は、神

社やお祭りなどでも公演を視野に活動。 

 仙台市内の新旧の団体や関係者が活動を紹介するショウケース

を実施。障害のある人たち自身が仙台市内にある文化活動の機

会を知り、楽しく体験し参加の意欲をひきだすような場をつくる。2019 年２月に実施。 

 

（６）障害者芸術文化活動普及支援事業 

（平成 30 年度より県 1/2、国 1/2 の事業、宮城県より受託） 

 相談支援の窓口の設置（対象地域における相談支援） 

障害のある人と芸術文化に関する相談窓口を設置し対応。関係

者とのネットワークづくりを目的に情報交換会を継続。作品の

発表や公募の情報を求める相談、二次利用に関わる相談などが

増加傾向。  

 人材育成のための研修計画 

活動の活性化をめざす地域で、なぜ福祉に芸術文化が必要かを

考える基本編を 2 回、デザイナー／美術館学芸員／ギャラリス

トによる展覧会をつくるための応用編を 2 回、アートと著作権

に関する研修を 1 回実施。石巻市の社会福祉法人（利用者 250 名）、白石市の社会福祉法人（利用者 200

名）規模の施設で研修を実施。新たな圏域で実施したことにより、初参加となる福祉施設やＮＰＯ関係者

を迎えられた。 

http://soup.ableart.org/
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 関係者のネットワークづくり 

福祉と芸術文化、美術と舞台芸術、学齢期と卒後の社会資源、

県と市町村などさまざまな情報とコミュニティをつなぎ、環

境醸成に貢献したいという目標をかかげて活動。 

 参加型展示会 

活動資源や機会（アトリエ・スタジオ・支援者・二次利用等）

を必要としている人と、提供している人が出会う場として

「障害のある人と芸術文化活動の大見本市」を継続。 

会期：2020 年 2 月 2～5日 

会場：せんだいメディアテーク１階オープンスクエア 

出展団体が前年度 8 団体から 17 団体に増加、来場者も 4 日間

で約 2 千人。出展者と来場者が相互交流する熱気あふれる催

事となり定着した。宮城仙台の活動情報誌「じょうほう SOUP」5000 部を発行。 

 

（７）その他 

 せんだいメディアテーク「ＴＲＡＣ（Tohoku Research-based Art Center 東北リサーチとアートセンタ

ー）」へ参加（継続） 

 地域の文化・営みをリサーチし、その結果を作品に取り入れる活動を実施する。震災後の記録をとる画

家・映像作家等のグループ NOOK、3.11 オモイデアーカイブ、エイブルアート東北が、分野横断型の調査や

制作を行う。 

 「立ち上がりの技術 01」書籍の出版。当法人との協働およびトークが収録。 

 「ともにつくる表現の場」アトリエしろ 2018 年度展示会 

9 月 6日(金)－29 日(日)金土日 13:00-20:00［月～木は休廊］ 

茶話会：9月 14 日(土)14:00-16:00 

 他薦による‘表現のようなもの’を集めた展覧会「レコメン堂」 

1 月 8日(金)－12 月 22 日(日)の金土日および 12月 23 日(月)－

26 日(木)13:00-20:00（最終日 16:00 まで） 

障害のある人の表現に関して、応募の呼びかけ、ヒアリングを

実施。 

 

 仙台国際音楽（5－6 月）および仙台クラシックフェスティバル

（9月）における出展（継続） 

(2)A/A Shop で詳細既述 

 

 

その他のエリア  

 

 愛媛県、岡山県における 48 時間デザインマラソン開催の支援 

愛媛県では 2017 年度から、岡山県では 2018 年度から 48時間デザインマラソンを実施しており、エイブ

ル・アート・ジャパンは、デザインマラソンの理念と実践の普及を支援し、2019 年度は審査員を務めた。 

地域の障害のある人、デザイナー、そして行政や企業が一体となったこの取り組みは、各地域の特性をい

かして発展している。 
 

 【愛媛】48 時間デザインマラソン 2019 

10 月 12 日(土)－13 日(日)10:00-16:00 

松山大街道商店街（三越前周辺） 

主催：愛媛県 

 

 【岡山】48 時間デザイン FunRun 

10 月 26 日(土)－27 日(日)10:00-16:00 

岡山市栄町商店街 

主催：岡山県備前県民局 
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７．調査研究事業   

 研究会事業（自主事業） 

「アートとソーシャルデザイン」研究会→2019 年度は実施せず。 

 

８．出版事業 
2019 年度はなし。既存の書籍は販売する。 

 

９．助成事業 
 エイブル・アート・アワード 

・応募者の減少（＊全国的に大規模公募展がここ 3年増加）、体制がとれない、成果のサイクルをつくれない

ことなどの理由により、実施しないこととした。 

・世田谷美術館はさくら祭で寄付を集めていたため、受領し、報告集に使用する旨で了解をとれた。 

・小さなアトリエ基金に拠出していた、株式会社フェリシモによる「ユニカラート 基金」は商品の売上があり

20 万円 / 1 団体に提供できると連絡があったため、拠出先を検討中。過去 2年の応募先等から、フェリシモと

協議し決定する。 

・展覧会支援の部における支援ギャラリーは展示会の開催を希望してくれたが、現在の体制および公募展の状

況を説明した。ひきつづき展開を協議中。 

・20 周年記念誌は、インターン平島さんが取材を継続、また編集者とデザイナーとで体制を再編し作成を再開。 

 

10．その他目的を達成するために必要な事業 
 ボランティア・インターンの受け入れ、事務局サポーターの設定 

・ボランティア・インターンを積極的に受入れ、事業の参画者をふやしていく。 

・事務局サポーターを設定し、会員管理、データベース打ち込み、広報作業等を支援していただく。 

 

 エイブル・アート・ムーブメントの協働団体との連携 

一般財団法人たんぽぽの家による事業の情報提供や広報活動への協力を行った。 

・「IoT と Fab と福祉」の広報（11 月～） 

・「知財学習プログラムの普及」＠仙台の実施。2月 23 日(土)＠せんだいメディアテーク 

・「ニュートラディショナル」東北の団体の情報を提供 

 

 台風 15 号、19 号の関連支援活動 

サマーソニック寄付金（合計 60 万円→20 万円 3団体）を拠出した。3団体は以下の通り。 

 

・千葉県/こまちだたまおさんの千葉県南部のアトリエ活動 

Good job ツアー関西（2012）の参加者。障害のあるなしに関わらず参加できるアトリエを主宰。直後に事務

所を訪問してくださり、直接話ができた。「エイブルアート東北の活動に感化されて、今回はご自身ですぐに

動くことができた。みなさんの日常の取戻しをめざして、小さいけれどもアートワークショップを届けている」

という報告を鑑み、資金をお渡しした。 

 

・宮城県/NPO 法人奏海の杜と仲間たち 

台風 19 号で、宮城県北部の大郷町の児童デイめるくまーるが全壊となり、宮城県内の福祉系団体では最悪の被

害となっていた。隣町である登米市から奏海の杜、また仙台から複数の福祉事業者ができることをできる限り

で支援していた。奏海の杜は、2011 年の東日本大震災のあとに生まれたＮＰＯであり、この支援のスピードと

実行力を鑑み、資金をお渡しした。 

 

・福島県/NPO 法人しんせいと仲間たち 

台風 15 号・台風 19号の際、NPO 法人しんせいの代表である富永さんにヒアリング。しんせいの利用者と家族に

深刻な被害があったことが明らかに。東日本大震災の経験から、しんせいが仲間やボランティアをとりまとめ

て支援に乗り出していることなどを聴く。被害が少し落ち着き、年末以降、温かな文化活動や、極上の楽しい

時間（交流や食べ物）などを届けていくということを聴き、この団体の支援の実行力を鑑み、資金をお渡しし

た。 


